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第６図　低地にかかる祭祀跡資料
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第７図　東側に広がる集落域



- 35 -

●30住

●●

●

県1981.Ⅱ区
27住

29住

21住

●10住

県1981.Ⅰ区

●
1住 ● 4住

●8住

県1981.4P区

　県1981.2A区

●
●

2住
1住

●
15住 ● 11住

●
12住

位置不明８住 ●

●

3祭

2祭

●
●

44住
48住

市6次2区

市3次1区

25住
◎

● 24住

6住
市2014.2次●◎●1住

県2023

● 1祭

●  ４世紀
５世紀◎

➡

【４・５世紀】

【６世紀後：Ⅲ期】

第８図　集落変遷①



関東系土師器の初期資料と在地社会の再編

- 36 -

第９図　集落変遷②
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これまでみた３者の関係性が具体的に裏付けられ

る。

５　派生する論点

では、上の結論を踏まえ、派生する若干の論点に

触れたい。

（１）浜・中通りの位置づけ

仙台平野以北に対し、浜・中通りの在地社会は、

スムーズに律令期社会へ移行したとみられがちだ

が、必ずしもそうではない。Ⅳ期を画期に、以下の

諸現象が認められる（第13図）。

Ａ　集落立地の中心は、台地上から河川沿岸に移

動し始め、新たな集落の出現や既存集落の再開が起

きる。その立地は、阿武隈川と支流の合流点付近に

形成された自然堤防上に目立つ。

Ｂ　このうち、のちの官衙・官衙関連遺跡の周辺

集落が拠点集落に急成長した。それらは、国造・準

国造クラスの豪族集落に比定され、大化以後は、郡

内に分立する郡領クラスの豪族集落に変遷したと考

えられる。

Ｃ　連動して、伝統的な古墳系列が停止し、入れ

替わるように、周辺で関東系譜の横穴式石室・横穴

は律令期社会でも安定継続したと言える。官衙遺構

は発見されていないものの、円面硯・托・壷Ｇが一

定範囲内で出土したことは、ランクの高さを示して

いる（第12図）。とくに壷Ｇは県内２例目の確実な

資料であり、特筆される註７。

小結　

以上によって、冒頭で示した問題点が解決され

た。その結果を要約する。

ａ）徳定Ａ・Ｂ遺跡出土の鬼高系坏は、上野～武

蔵北部に出自が求められ、６世紀後半の年代観は共

伴する在地土師器とも整合する。これは、全国的な

律令国家形成の歩みが始まる推古・舒明朝期より、

古く位置づけられる。

ｂ）またそれは、拠点集落の形成と在地社会の再

編に伴うもので、その後の関東系土師器の展開との

連続性が認められる。

ａ）について補足すると、Ⅲ期－Ⅰタイプの基準

資料は、機能中に広域火山灰ＦＰが降下した山崎遺

跡39号住居跡から出土しており（福島県教育委員会

1992）、黒井峯遺跡出土の鬼高式坏とは直接的な併

行関係にある。そして、この鬼高式坏に出自をもつ

のが、Ⅲ期－Ⅱタイプの鬼高系坏であることから、

第 11 図　渕の上１・２号墳

1号墳出土
1号墳 ２号墳

０ 20cm
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0 10cm
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参考資料：
福島市八丁目城跡

１：市教委３次１区遺構外　　２：市教委１次３区溝　　３：市教委６次47住　
４：県新幹線12住　　　　　　５：市教委３次１区15住　６：市教委３次１区15住
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第 12 図　硯・托・壺Ｇ
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第 13 図　中通りの豪族圏分布
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墓を採用した造墓活動が開始され、最終末の前方後

円墳・大型円墳が築造された。

Ｄ　また、関東の技術系譜によって、５世紀後半

以来途絶えていた在地須恵器生産が再開される。

Ｅ　Ｃ・Ｄの背後関係として、拠点集落には、少

数の関東系土師器（常陸南部型坏）が伴う。また、東

北北部系土師器（北上地方出自）がみられるケースも

ある。

ところが、徳定Ａ・Ｂ遺跡一帯では、Ａ・Ｂ・Ｅ

の変化が既にⅢ期には起きていた。

（２）浜・中通り～仙台平野の位置づけ

また、Ⅳ期のＡ～Ｅの基本変化は、同時期の仙台

平野と足並みをそろえたもので、大化以後は、Ｃの

一部（最終末の前方後円墳・大型円墳）とＥを欠い

て、大崎地方→栗原地方へ北上している。そこで、

対象範囲を栗原地方まで広げ、関東系土師器の動態

から、徳定Ａ・Ｂ遺跡一帯の社会変化を位置づけた

い。

この視点から、移民展開の中心である東山道ルー

ト上の分布変化（第14図）を追うと、Ⅲ期の中通り

中部に限定された状況から、Ⅳ期にはその先の仙台

平野へ、仙台平野に郡山遺跡Ⅰ期官衙が設置された

Ⅴ期には、その先の黒川・大崎地方へ、仙台平野に

多賀城が創建され、黒川・大崎地方で黒川以北十郡

が成立したⅥ期後半（８世紀前半）には栗原地方へ、

最前線が及んでいる。つまり、Ⅳ期を画期として政

権領域の常に一歩先へ最前線が及ぶパターンを繰り

返しており、関東勢力を介したグレーゾーンともい

える先行過程を踏んだ領域拡大が、大化前後にまた

がって行われたことを示している。この点は、主要

出自が常陸南部→武蔵北部→武蔵南部に変化しなが

らも、同一出自の関東系土師器が政権領域の北端と

その一歩先で共有され、分布密度が後者により濃密

な傾向と整合する（菅原2024）。

徳定Ａ・Ｂ遺跡の鬼高系坏は、こうした流れの起

点に位置づけられる。

（３）画期の捉え方

実は、Ⅳ期の拠点集落の代表的事例でも、Ⅲ期に

は小規模な集落形成が始まっている。

◎浜・中通り…舟田中道遺跡、高木遺跡群

◎仙台平野……長町駅東遺跡、山王・市川橋遺跡

確かに、竪穴建物数が急増し、新たな造墓活動や

在地須恵器生産の再開が起きるのはⅣ期であるが、

土師器の細別器種変遷で指摘したように、新旧の

要素は常に交錯しながら推移するのが実態である。

集落についても同様で、例えば多賀城が成立し、

陸奥国体制が一応完成を迎える８世紀前半は、同

時に、百万町歩開墾計画（722年）を契機とした私的

土地所有の起点でもあり、その流れは10世紀に顕

在化する中世的社会の形成へつながっていく（菅原

2007b）。

したがって、変化の波のピークを重視する視点

と、最新要素の出現を重視する視点を対置させるこ

とが、重要だと考えられる。

【Ⅲ期】 【Ⅳ期】

【Ⅴ期】 【Ⅴ期前】

【Ⅴ期後】

●

●

郡山Ⅰ期

● 黒川以北十郡

多賀城

国造域北端国造域北端

第 14 図　関東系土師器の出自と分布の変遷
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（４）なぜ中通り中部だったのか

最後に、なぜ中通り中部だったのかという、根本

的な疑問に触れたい。ここではその手掛かりを、国

造域内部の地域性に探ってみる。

国見峠の境界を挟み、城柵域と接した中通り北部

（信達盆地）は、中・南部に比べ、６世紀の集落分布

密度が相対的に薄く、関東に中心分布をもつ竪穴張

り出しピットの分布圏（鶴間2011）からはずれるな

ど、在地社会の様相に城柵域側との接点が認めら

れる。関東系土師器も同様で、約５km 先に国見峠

をにらむ拠点集落（沖船場遺跡群、第13図）では、

大化前後にまたがる関東系土師器の定量保有がみら

れ、７世紀後葉に、仙台平野以北で爆発的に広がる

北武蔵系新型坏が確認できるが、国見峠を越えた城

柵域南部の囲郭集落（柴田郡：円田盆地北部遺跡群）

では、北武蔵系新型坏がほぼ皆無であり、中通りに

特徴的な分厚いつくりの坏・甕が目立つ。

このように、関東系土師器の境界様相はモザイク

状を呈しており、政治支配上の境界では厳密に線引

きすることができない。

したがって、全国的な律令国家形成の動きが始ま

る直前時期には、まず安定した王権領域の北端＝中

通り中部で関東系土師器を伴う拠点集落の形成が行

われ、それが、先にみたⅣ期以降のパターンへシフ

トしたと考えられる。

以上のように、徳定Ａ・Ｂ遺跡の調査成果は、多

様な研究視点をはらんでいる。最後に、その重要性

を強調し、結語としたい。

謝辞：小論の作成にあたり、神谷佳明・藤野一之・

神林幸太朗氏には事実関係の確認と情報提供のご協

力をいただいた。記して、感謝申し上げたい。

【註】

註１　調査関係者によると、遺構の重複関係や層位の把握がきわめ

　　　て難しく、誤認したケースが含まれた。

註２　筆者は、一部に搬入品の可能性を想定したことがある（菅原

　　　2004）。この場を借りて訂正しておく。

註３　６世紀中頃ともされるが、口縁部が短く器高が低くなった坏

　　　Ｈ（第３図－６）、長脚の高坏（同図－７）、口頸部が細長

　　　く伸びた𤭯（同図－８）、鈎状・無把手の提瓶（同図－９） 

　　　などＴＫ10（古）より新しい要素を含むことから、６世紀後 

　　　半に位置付けるのが妥当と判断している。

註４　会津地方ではⅣ期まで会津型土師器が継続するが、坏・甕　

　　　の細部形態には栗囲式の明瞭な影響が表れる（菅原2007・　

　　　2021）。なお、栗囲式の成立背景は、関東からの動きとは別

　　　に存在した、日本海側内陸からの人・モノ・情報の移動を推

　　　測している（菅原2024）。

註５　厳密に言うと、Ⅳ期まで確認されるのは越前～越後頸城で、

　　　阿賀北～出羽南部は当該期の集落自体がみえない。なお、故

　　　地全体の範囲（第５図右上）は、「炉で蒸す」調理を主体的

　　　に行う地域圏（小野本2024）とほぼ一致している。一般的傾

　　　向では、６世紀に衰退する要素を根強く残し、むしろそれが

　　　卓越する点で共通しており、１つの生活文化圏が浮かび上が

　　　る。

註６　同様な集落域・耕作域・祭祀場のセット関係は、Ⅳ期の代表

　　　的な拠点集落の１つ、本宮市高木遺跡群と類似している。ま

　　　た、同遺跡群の祭祀で使用された模造品（六鈴鏡・勾玉・管

　　　玉）は土製であり、石製模造品が使用された徳定遺跡の古さ

　　　がこの点にも表れている（第７図、３号祭祀跡）。

註７　もう１例は、福島市八丁目城跡で出土している（棚倉町松並

　　　平遺跡に可能性のある資料あり）。徳定例で注目されるの　

　　　は、同一調査区の至近距離から仏具の托が出土したことで、

　　　未決着の壷Ｇの用途を考える上で、花瓶（けびょう）説の傍

　　　証材料となる。
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